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感染症発生動向調査委員会報告 10月 
 

 

 全数把握疾患  

 

平成22年8月23日から平成22年9月26日まで（平成22年第

34週から第38週まで。ただし、性感染症については平成22年

8月分）の横浜市感染症発生動向評価を、標記委員会におい

て行いましたのでお知らせします。 

 

＜細菌性赤痢＞ 

10月の報告数は、28日現在で3件です。1件はフィリピンでの感染と思われますが、2件は、渡航歴のな

い家族例です。疫学調査の結果と発症日より、家族内感染も疑われます。細菌性赤痢は、10～100個と少

ない菌量でも感染するので、二次感染も認められます。感染予防としては、食材の充分な加熱と石鹸によ

る手洗い励行のほかに、海外では更に生水を避け、渡航先の流行状況の把握が大切です。海外渡航のご

予定の方は、こちらを御覧ください。 

外務省 海外安全HP  http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

また、細菌性赤痢についてはこちらを御覧ください。 

国立感染症研究所HP  http://idsc.nih.go.jp/disease/shigellosis/2009sokuho.html 

 

＜腸管出血性大腸菌感染症＞ 

10月の報告数は、28日現在では9例5事例です。感染源が特定された例はありませんでした。 

発生時の対応につきましては、こちらを御覧ください。 

横浜市衛生研究所HP  http://www.city.yokohama.jp/me/kenkou/eiken/idsc/rinji/infc_o157_guide.html 

 

＜デング熱＞ 

10月の報告数は、28日現在で1例です。インドネシアでの感染と思われます。ウイルス型は2型でした。

国内での報告数は、平成21年には92例でしたが、22年では10月第41週（10月17日）で204例であり、過去

10年間でも最大の報告となっています。デング熱についてはこちらを御覧ください。 

国立感染症研究所 デングウイルス感染症情報  http://www.nih.go.jp/vir1/NVL/dengue.htm 

 

＜A型肝炎＞ 

10月の報告数は、28日現在で1例です。韓国での感染と思われます。 

A型肝炎の国内状況についてはこちらを御覧ください。 

国立感染症研究所HP  http://idsc.nih.go.jp/iasr/31/368/inx368-j.html 

 

＜アメーバ赤痢＞ 

10月の報告数は、28日現在で4例です。全て男性でした。 

アメーバ赤痢に関してはこちらを御覧ください。 

横浜市衛生研究所HP  http://www.city.yokohama.jp/me/kenkou/eiken/idsc/disease/entamoeba1.html 

≪今月のトピックス≫ 

● 細菌性赤痢の感染が同一家族内に認められました。 

● 流行性耳下腺炎が過去５年間との比較では多めです。 

● 病原体定点からインフルエンザＡ香港が３件検出されました。 

● ＲＳウイルス感染症の報告が多めです。 

平成22年 週－月日対照表 

第38週 9月20～26日 

第39週 9月27～10月3日 

第40週 10月 4～10日 

第41週 10月11～17日 

第42週 10月18～24日 
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ら、腸管出血性大腸菌O157：H7、ＶT2、腸管血清型大腸菌が2件（Ｏ127ａ：Ｈ21、Ｏ18：Ｈ7）検出されまし

た。また、赤痢菌（S.ｓｏｎｎｅｉ Ⅰ、Ⅱ相）が1件検出されました。 

定点以外の医療機関からは腸管出血性大腸菌5件（O157：Ｈ－、VT1＆2、Ｏ157：Ｈ-、ＶＴ1、Ｏ157：Ｈ7，

ＶＴ1＆2，Ｏ157：Ｈ7，ＶＴ2，Ｏ型別不能、VT2がそれぞれ1件）、S.ｓｏｎｎｅｉ Ⅰ相が2件およびＳａｌｍｏｎｅｌｌａ 
Ｉｎｆａｎｔｉｓが1件検出されました。 

溶血性レンサ球菌咽頭炎の検体受付は小児科定点からの5件で、A群溶血性レンサ球菌が2件から検出

されました。その血清型はＴ25、Ｔ型別不能でした。 

表 感染症発生動向調査による病原体調査（10月） 細菌検査 

 感 染 性 胃 腸 炎

検 査 年 月

定点の区別 小児科 基幹 その他* 小児科 基幹 その他*

件 数 1 7 8 18 76 61

菌種名

赤痢菌 1 2 4 5

腸管病原性大腸菌 2 8

腸管出血性大腸菌 1 5 4 52

腸管毒素原性大腸菌 1 3

チフス菌 1

パラチフスA菌 1 1

サルモネラ 1 2 1

カンピロバクター 1

不検出 1 3 0 14 56 1

その他の感染症 

検 査 年 月

定点の区別 小児科 基幹 その他
* 小児科 基幹 その他

*

件 数 5 79 4 17

菌種名

A群溶血性レンサ球菌      T１ 25 1 1

                        T4 3

                        T6 1

                        T12 5

                        T13 1 1

                        T25 1 2

                        T28 9

    T B3264 2

型別不能 1 4

G群溶血性レンサ球菌      1

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌 2

バンコマイシン耐性腸球菌 3

髄膜炎菌 1

Streptococcus  suis 1

Corynebacterium ulcerans 1

不検出 3 26 10

＊  定点以外医療機関（届出疾病の検査依頼）

T（T型別）：A群溶血性レンサ球菌の菌体表面のトリプシン耐性T蛋白を用いた型別方法

10月

10月 2010年1～10月

2010年1～10月

【検査研究課 細菌担当】


